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議会事務局の目標（平成２６年度）自己評価書 

 

議会事務局長 福田 良二  

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

 

１ 円滑な議会運営に向けたサポートについて 

（１） 議員及び関係課との調整を図り、議会や議員活動を支援するとともに、議長と 

の全体調整を十分行いながら、本会議、委員会等が円滑に運営できるよう、事務

局職員の事務執行能力の向上に努め、的確なサポートができるように努めます。 

 

（２） 今年度は、議会改革特別委員会の検討結果を最終報告として取りまとめること

になるため、特別委員会の円滑な運営をサポートします。 

 

 

２ 町民に開かれた議会づくりについて 

    「議会だよりしすい」の編集について、議会改革特別委員会での検討の結果、 

（仮称）議会だより編集特別委員会が設置されれば、議員による編集・発行が可

能となりますので、読みやすく親しみやすい紙面づくりに向け、編集特別委員会

の開催、協議をサポートするとともに、事務局職員の議会広報研究会への参加等

により、編集知識の向上を図り、議会報の充実に努めます。 

 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

４ 

 

 

問題もなく、スムーズに議会運営ができました。 

 

 

 

平成２６年度に議会改革特別委員会を４回開催し、定

数、報酬、一問一答方式の導入、議会中継、議会だより編

集特別委員会の設置等について協議し、９月定例会におい

て検討結果の最終報告を行いました。 

 

 平成２６年６月に、６名の委員による議会だより編集特

別委員会が設置され、７月の議会広報研究会への委員参

加、編集委員会会議の開催により、第１７４号から議員と

事務局が協同して編集する体制になりました。 

 

 

達成度：H27.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 


